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り
に一　

は
じ
め
に

　

ト
ラ
ン
プ
（D

onald J. T
rum

p

）
政
権
誕
生
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、「
大
統
領
権
限
の
拡
大
」
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
現
象

は
、
単
一
執
行
府
論
（unitary executive theory

）
と
密
接
に
絡
み
合
い
な
が
ら
、
主
と
し
て
次
の
場
面
に
み
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
は
大
統
領
が
行
政
府
全
体
を
統
一
的
に
指
揮
で
き
る
と
い
う
発
想
に
沿
っ
て
、「
大
統
領
か
ら

独
立
し
た
単
独
長
官
制
の
独
立
機
関
」
を
弱
め
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
二
〇
二
〇
年
のSeila Law

 LLC v. Consum
er 

Financial Protection Bureau

事
件（

（
（

と
二
〇
二
一
年
のCollins v. Y

ellen

事
件（

（
（

で
は
、
消
費
者
金
融
保
護
局
（
Ｃ
Ｆ
Ｐ
Ｂ
）
や
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連
邦
住
宅
金
融
庁
（
Ｆ
Ｈ
Ｆ
Ａ
）
の
長
官
を
「
正
当
な
理
由
」
が
あ
る
場
合
に
限
っ
て
罷
免
可
と
す
る
仕
組
み
が
違
憲
と
判
断
さ
れ
、

大
統
領
の
罷
免
権
が
強
化
さ
れ
た
。
直
近
で
も
、
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
理
事
に
対
す
る
解
任
通
告
の
訴
訟
（Cook v. 

T
rum

p

）
が
連
邦
裁
判
所
で
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る（

（
（

。
こ
れ
ら
は
、
行
政
府
の
一
体
的
統
制
を
妨
げ
る
制
度
設
計
を
削
ぐ
こ
と

で
、
合
衆
国
憲
法
二
条
（
執
行
権
）
に
根
拠
を
置
く
単
一
執
行
府
論
の
方
向
へ
制
度
を
寄
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
二
〇
二
四
年
のLoper Bright Enterprises v. Raim

ondo

事
件（

（
（

で
、
行
政
機
関
の
法
解
釈
に
対
し
て
裁
判
所
が
敬

譲
す
る
と
い
う
「Chevron

法
理
」
を
連
邦
最
高
裁
が
覆
し
た
こ
と
は
、
一
見
す
る
と
「
裁
判
所＞

行
政
機
関
」
へ
力
点
を
移
す

動
き
に
み
え
る
が
、
政
治
部
門
の
内
部
で
は
む
し
ろ
大
統
領
に
よ
る
行
政
機
関
の
再
解
釈
・
再
指
揮
を
後
押
し
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
裁
判
所
が
行
政
機
関
の
専
門
的
自
律
に
依
拠
し
に
く
く
な
れ
ば
、
選
挙
で
正
統
性
を
も
つ
大
統
領
の
方
針
で
解
釈
や
規
則

制
定
を
押
し
進
め
る
誘
因
が
強
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
単
一
執
行
府
論
は
ま
さ
に
、
大
統
領
が
行
政
権
の
最
終
責
任
者
と
し
て
、
ア
カ

ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
（
説
明
責
任
）
の
名
の
下
に
、
下
位
機
関
の
意
思
決
定
を
統
一
で
き
る
と
み
る
た
め
、
こ
の
判
決
は
大
統
領
の

「
統
制
の
実
効
性
」
を
補
強
す
る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
二
〇
二
四
年
のT

rum
p v. U

nited States

事
件（

（
（

は
、「
中
核
的
な
大
統
領
権
限
に
関
す
る
行
為
」
に
は
刑
事
訴
追
の
免

責
が
あ
る
と
し
、
公
的
行
為
一
般
に
も
推
定
的
免
責
を
認
め
た
。
こ
れ
は
単
一
執
行
府
論
の
規
範
的
主
張
（
大
統
領
の
権
限
と
裁
量

の
広
さ
）
と
同
じ
ベ
ク
ト
ル
に
あ
り
、
大
統
領
が
行
政
府
を
積
極
的
に
動
か
す
際
の
司
法
的
リ
ス
ク
を
相
対
的
に
低
め
る
も
の
で
あ

る
。
要
す
る
に
、
独
立
機
関
の
罷
免
制
限
を
外
し
て
行
政
府
の
「
ひ
と
つ
屋
根
」
を
厚
く
し
（Seila Law

事
件
／Collins

事
件
）、

行
政
機
関
の
自
律
的
解
釈
に
依
存
し
な
い
環
境
を
整
え
（Loper Bright

事
件
）、
大
統
領
の
公
的
な
行
為
に
免
責
を
拡
張
す
る

（T
rum

p v. U
nited States

事
件
）
と
い
う
、
制
度
・
解
釈
・
責
任
の
三
層
で
の
変
化
に
伴
い
、
単
一
執
行
府
論
の
実
践
的
な
射
程

が
拡
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
理
論
に
基
づ
く
大
統
領
権
限
の
拡
大
は
、
権
力
集
中
と
抑
制
・
均
衡
の
問
題
を
改
め
て
引
き
起
こ

す
も
の
で
あ
り
、
学
界
で
も
議
論
が
盛
ん
に
な
さ
れ
始
め
て
い
る
。
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そ
こ
で
本
稿
で
は
、
単
一
執
行
府
論
を
め
ぐ
る
近
年
の
議
論
を
検
討
す
る
前
段
階
と
し
て
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ク
ラ
ウ
チ
（Jeffrey 

Crouch
）
ほ
か
の
共
著
に
よ
る
『
単
一
執
行
府
論
（T

he U
nitary Executive T

heory

）』（U
niversity Press of K

ansas, 2020

）（
（
（

を
手
掛
か
り
に
、
議
論
の
基
本
軸
を
確
認
し
つ
つ
、
若
干
の
分
析
を
試
み
る
。

二　
『
単
一
執
行
府
論
』
の
概
要

（
一
）　

第
一
章　

大
統
領
権
限
と
単
一
執
行
府
論

　

本
章
は
、
大
統
領
権
限
の
理
解
に
関
す
る
諸
理
論
を
歴
史
的
に
辿
り
つ
つ
、
一
九
八
〇
年
代
に
登
場
し
た
「
単
一
執
行
府
論
」
を

そ
の
系
譜
の
中
に
位
置
付
け
、
そ
の
理
論
的
根
拠
と
批
判
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
心
的
な
問
い
は
、
単
一
執
行
府
論
が
大
統

領
制
の
本
質
を
体
現
す
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
近
年
創
出
さ
れ
た
新
し
い
主
張
に
す
ぎ
な
い
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
単
一
執

行
府
理
論
は
孤
立
し
た
概
念
で
は
な
く
、
歴
代
大
統
領
や
学
者
が
提
示
し
た
複
数
の
モ
デ
ル
の
延
長
線
上
で
理
解
さ
れ
る
。
代
表
的

に
は
、
タ
フ
ト
（W

illiam
 H

. T
aft

）
の
「
リ
テ
ラ
リ
ス
ト
理
論
」、
リ
ン
カ
ー
ン
（A

braham
 Lincoln

）
の
「
大
統
領
特
権
」、
セ

オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
（T

heodore Roosevelt Jr.
）
の
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
理
論
」
で
あ
る
。
タ
フ
ト
は
、
大
統
領
権
限

を
憲
法
に
明
示
さ
れ
た
も
の
に
限
定
す
べ
き
と
主
張
し
、
漠
然
と
し
た
残
余
権
限
は
存
在
せ
ず
、
正
当
な
権
限
の
根
拠
は
憲
法
ま
た

は
連
邦
法
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
タ
フ
ト
は
黙
示
的
権
限
の
可
能
性
を
否
定
し
な
い
が
、
無
制
限
の
裁
量
を
強
く
拒

否
し
た
。
こ
の
立
場
は
二
〇
世
紀
の
学
者
か
ら
「
現
代
大
統
領
制
に
不
十
分
」
と
批
判
さ
れ
た
も
の
の
、
権
力
分
立
と
法
の
支
配
に

適
合
す
る
慎
重
な
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
リ
ン
カ
ー
ン
は
南
北
戦
争
期
に
民
兵
動
員
や
港
湾
封
鎖
、
人
身
保
護
令
状

停
止
な
ど
、
憲
法
や
法
律
に
明
記
さ
れ
な
い
権
限
を
緊
急
性
か
ら
行
使
し
た
。
し
か
し
彼
は
最
終
的
に
議
会
承
認
を
求
め
、
事
後
的

に
当
該
行
為
は
合
法
化
さ
れ
た
。
連
邦
最
高
裁
も
「
捕
獲
船
事
件
」
で
一
部
の
措
置
を
追
認
し
た
が
、
同
時
に
制
限
を
強
調
し
た
。
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リ
ン
カ
ー
ン
は
例
外
的
権
限
を
行
使
し
た
が
、
恒
常
的
に
大
統
領
へ
無
制
限
の
裁
量
を
認
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
は
、
大
統
領
を
「
国
民
の
管
理
者
」
と
位
置
付
け
、
憲
法
に
明
示
的
に
禁
止
さ
れ
な
い
限
り
あ
ら
ゆ
る
権
限
を
行
使
し
う
る
と
し

た
。
立
法
府
が
機
能
し
な
い
場
合
に
は
統
治
の
責
任
は
大
統
領
に
移
る
と
主
張
し
、
積
極
的
リ
ー
ダ
ー
像
を
描
い
た
。
後
の
同
理
論

の
支
持
者
は
こ
の
理
論
を
拡
張
し
て
単
一
執
行
府
論
に
結
び
付
け
る
が
、
歴
史
的
に
は
タ
フ
ト
型
の
抑
制
的
モ
デ
ル
が
主
流
で
あ
り
、

単
一
執
行
府
論
の
主
張
に
は
飛
躍
が
あ
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
先
行
す
る
理
論
を
踏
ま
え
、
単
一
執
行
府
論
の
起
源
が
議
論
さ
れ
る
。
同
理
論
の
支
持
者
で
あ
る
カ
ラ
ブ
レ
ジ

（Steven G. Calabresi
）
と
ユ
ー
（Christopher S. Y

oo

）
は
、
単
一
執
行
府
論
を
建
国
期
か
ら
連
綿
と
続
く
伝
統
と
位
置
付
け
る（

（
（

。

し
か
し
多
く
の
学
者
は
、
強
力
な
大
統
領
像
の
本
格
的
登
場
を
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
や
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（T

hom
as W

. W
ilson

）
以
降
と
み

な
し
、
大
統
領
が
国
民
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
世
論
を
主
導
す
る
役
割
を
重
視
す
る
傾
向
を
指
摘
す
る
。
二
〇
世
紀
前
半
に
は
コ
ー
ウ

ィ
ン
（Edw

ard S. Corw
in

）
が
「
憲
法
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
強
力
な
大
統
領
制
」
を
肯
定
し
た
が
、
や
が
て
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト

（Richard E. N
eustadt

）
が
「
大
統
領
権
限
と
は
説
得
力
で
あ
る
」
と
す
る
影
響
力
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
。
し
か
し
、
ニ
ク
ソ
ン

（Ricard M
. N

ixon

）
政
権
期
の
行
き
過
ぎ
が
批
判
を
招
き
、
シ
ュ
レ
ジ
ン
ジ
ャ
ー
（A

uthur M
. Schlesinger Jr.

）
は
「
帝
王
的
大

統
領
制
」
と
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
一
方
、
憲
法
の
範
囲
内
で
の
強
力
な
大
統
領
制
は
必
要
と
認
め
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
こ
う
し
た

議
論
の
蓄
積
を
背
景
に
、
議
会
や
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
制
約
を
「
不
当
な
干
渉
」
と
み
な
し
、
大
統
領
中
心
の
権
限
回
復
を
目
指
す
中

で
単
一
執
行
府
論
を
制
度
化
し
て
い
っ
た
。
司
法
省
の
カ
ラ
ブ
レ
ジ
（Steven Calabresi

）、
ア
リ
ー
ト
（Sam

uel A
lito

）
ら
が
中

心
と
な
り
、
大
統
領
が
行
政
全
体
を
統
制
す
る
と
い
う
理
論
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
単
一
執
行
府
論
は
、
主

に
大
統
領
が
行
政
機
関
の
人
事
・
指
揮
を
掌
握
す
る
と
い
う
「
弱
小
版
」
と
さ
れ
た
。
し
か
し
ブ
ッ
シ
ュ
（George W

. Bush

）
政

権
下
で
は
さ
ら
に
踏
み
込
み
、
議
会
の
制
約
を
受
け
な
い
大
統
領
固
有
の
権
限
を
認
め
る
「
強
大
版
」
が
登
場
し
た
。
チ
ェ
イ
ニ
ー

（Richard B. Cheney

）
副
大
統
領
や
ジ
ョ
ン
・
ユ
ー
は
、
大
統
領
が
戦
争
遂
行
や
国
家
安
全
保
障
の
分
野
で
独
自
に
決
定
し
う
る
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と
主
張
し
、
盗
聴
、
無
期
限
拘
束
、
特
別
移
送
な
ど
が
実
行
さ
れ
た
。
弱
体
版
の
支
持
者
で
さ
え
、
こ
の
拡
張
を
一
定
程
度
擁
護
し

つ
つ
、
そ
の
行
き
す
ぎ
を
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。

　

単
一
執
行
府
論
は
憲
法
上
の
三
つ
の
条
項
に
依
拠
す
る
。
第
一
に
帰
属
条
項
で
あ
り
、「
行
政
権
は
大
統
領
に
属
す
る
」
と
す
る

規
定
を
大
統
領
へ
の
包
括
的
権
限
付
与
と
解
釈
す
る
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
（A

lexander H
am

ilton

）
に
よ
る
パ
シ
フ
ィ
カ
ス
・
ヘ
ル
ヴ

ィ
デ
ィ
ア
ス
論
争
が
し
ば
し
ば
援
用
さ
れ
る
が
、
同
理
論
の
批
判
者
は
第
二
条
に
具
体
的
権
限
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
事
実
は
一
般
的

残
余
権
限
の
存
在
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
反
論
す
る
。
第
二
に
宣
誓
条
項
で
あ
り
、
大
統
領
が
憲
法
維
持
を
誓
う
こ
と
か
ら
自

ら
法
律
の
合
憲
性
を
判
断
す
る
権
限
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
。
実
務
で
は
署
名
声
明
を
通
じ
て
法
律
の
適
用
を
制
限
す
る
根
拠
と
さ

れ
た
。
第
三
に
誠
実
執
行
条
項
で
あ
り
、
大
統
領
が
法
律
を
忠
実
に
執
行
す
る
責
務
を
負
う
こ
と
は
部
下
の
官
僚
へ
の
全
面
的
統
制

を
伴
う
と
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
一
八
世
紀
当
時
の
理
解
は
よ
り
限
定
的
で
あ
っ
た
。

　

同
理
論
の
支
持
者
は
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
『
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
』
第
七
〇
編
を
根
拠
に
「
統
一
性
は
活
力
を
生
む
」
と
説
く
。
し
か
し

同
理
論
の
批
判
者
は
、
当
時
の
「
統
一
性
」
と
は
単
に
複
数
制
で
な
く
単
独
大
統
領
制
を
意
味
し
た
に
す
ぎ
ず
、
今
日
の
強
力
な
単

一
執
行
府
論
を
正
当
化
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
憲
法
第
一
条
が
議
会
に
広
汎
な
権
限
を
与
え
て
い
る
事
実
や
、

大
統
領
に
閣
僚
か
ら
意
見
書
を
求
め
る
権
限
を
明
示
し
た
規
定
な
ど
は
、
む
し
ろ
大
統
領
が
全
権
を
有
し
て
い
な
い
証
拠
と
さ
れ
る
。

サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
（Cass R. Sunstein

）
も
、
大
統
領
に
意
見
要
求
権
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
自
体
が
単
一
執
行
府
論
に
反
す
る
強
力

な
論
拠
だ
と
指
摘
す
る（

（1
（

。
同
理
論
の
批
判
者
は
ま
た
、
単
一
執
行
府
論
が
透
明
性
や
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
損
な
い
、
権
力
集
中

に
よ
る
専
制
の
危
険
を
増
大
さ
せ
る
と
論
じ
る
。

　

総
じ
て
、
単
一
執
行
府
論
は
歴
史
的
に
み
れ
ば
タ
フ
ト
的
抑
制
モ
デ
ル
や
リ
ン
カ
ー
ン
的
例
外
権
限
論
と
は
異
質
で
あ
り
、
ま
た

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
流
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
理
論
を
超
え
て
、
大
統
領
に
全
面
的
な
行
政
統
制
権
を
認
め
る
点
で
新
し
い
。
レ
ー
ガ

ン
（Ronald W

. Reagan

）
以
降
の
全
大
統
領
が
何
ら
か
の
形
で
こ
れ
を
採
用
し
て
い
る
が
、
理
論
的
基
盤
に
は
大
き
な
矛
盾
や
選
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択
的
引
用
が
存
在
す
る
。
憲
法
の
文
言
や
制
定
時
の
理
解
、
議
会
権
限
と
の
関
係
か
ら
も
、
単
一
執
行
府
論
が
必
然
的
に
導
か
れ
る

と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
理
論
は
、
大
統
領
権
限
拡
張
を
正
当
化
す
る
近
代
的
構
築
物
で
あ
り
、
そ
の
妥
当
性
と
限
界
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る（

（1
（

。

（
二
）　

第
二
章　

国
内
権
限
―
―
第
一
部

　

単
一
執
行
府
論
の
根
幹
は
、
大
統
領
が
す
べ
て
の
行
政
官
を
直
接
統
制
す
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
カ
ラ
ブ
レ
ジ
と
ユ
ー
は
、
憲

法
が
執
行
権
を
唯
一
大
統
領
に
付
与
す
る
こ
と
で
責
任
を
明
確
化
し
、
単
一
執
行
を
確
保
す
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
憲
法
自
体
は
、

大
統
領
の
統
制
や
責
任
の
所
在
に
つ
い
て
明
示
し
て
お
ら
ず
、
実
際
に
は
下
級
官
吏
が
独
立
し
て
職
務
を
遂
行
す
る
余
地
を
残
し
て

い
る
。
制
定
者
の
関
心
は
む
し
ろ
権
力
濫
用
防
止
と
職
務
遂
行
の
実
効
性
に
あ
り
、
大
統
領
に
よ
る
全
面
的
統
制
に
は
必
ず
し
も
重

き
を
置
い
て
い
な
か
っ
た
。
行
政
法
学
者
の
ホ
ワ
イ
ト
（Leonard D

. W
hite

）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
行
政
権
は
私
人
の
自
由
に

深
く
関
わ
る
た
め
、
常
に
立
法
府
や
司
法
府
の
監
視
対
象
で
あ
り
、
初
代
議
会
は
職
務
遂
行
を
保
証
す
る
た
め
誠
実
執
行
の
宣
誓
を

義
務
付
け
た
。
マ
デ
ィ
ソ
ン
も
、
職
位
の
創
設
や
権
限
設
定
は
議
会
の
権
限
で
あ
る
と
述
べ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
もM

cCulloch

事
件

で
必
要
か
つ
適
切
条
項
に
基
づ
く
議
会
の
広
い
権
限
を
認
め
た
。
タ
フ
ト
も
、
職
務
設
置
や
資
格
規
定
は
議
会
の
権
能
で
あ
る
と
し
、

大
統
領
統
制
の
限
界
を
示
し
た
。

　

行
政
職
務
は
裁
量
的
な
も
の
と
事
務
的
な
も
の
が
区
別
さ
れ
る
。
前
者
は
法
律
が
不
明
確
な
場
合
に
判
断
を
要
し
、
大
統
領
の
統

制
下
に
入
る
余
地
が
あ
る
。
他
方
、
後
者
は
法
律
が
具
体
的
行
為
を
定
め
、
独
立
性
が
強
い
。
マ
ー
シ
ャ
ル
（John M

arshall

）
は

M
arbury

事
件
で
、
大
統
領
署
名
後
の
任
命
状
交
付
は
法
律
で
定
め
ら
れ
た
義
務
で
あ
り
大
統
領
の
意
思
で
は
な
い
と
判
示
し
た
。

K
endall

事
件
で
も
、
ト
ン
プ
ソ
ン
（Sm

ith T
hom

pson

）
裁
判
官
は
大
統
領
が
全
職
務
を
統
制
す
る
と
い
う
法
理
を
否
定
し
、
法

律
が
課
す
義
務
は
大
統
領
指
示
に
優
越
す
る
と
述
べ
た
。
司
法
長
官
も
繰
り
返
し
同
趣
旨
を
支
持
し
、
職
務
の
性
質
に
応
じ
て
大
統
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領
裁
量
の
限
界
を
認
め
た
。
タ
フ
ト
は
大
統
領
が
官
吏
を
従
属
さ
せ
う
る
一
方
で
、
議
会
は
具
体
的
行
為
を
義
務
付
け
、
裁
量
を
奪

う
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
行
政
法
学
者
の
ク
ッ
シ
ュ
マ
ン
（Robert E. Cushm

an

）
も
議
会
は
大
統
領
統
制
か
ら
の
独
立
性
を
与
え

う
る
と
結
論
付
け
た
。
財
務
省
会
計
監
査
官
の
例
は
、
官
吏
が
大
統
領
か
ら
独
立
し
て
判
断
を
行
い
う
る
こ
と
を
示
す
典
型
で
あ
り
、

統
一
的
統
制
モ
デ
ル
の
非
現
実
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

　

大
統
領
が
全
官
吏
を
統
制
で
き
な
い
こ
と
は
歴
史
的
に
も
確
認
さ
れ
る
。
財
務
監
査
官
へ
の
干
渉
を
否
定
し
た
司
法
長
官
の
意
見

や
、
メ
イ
ソ
ン
（John Y

. M
ason

）
司
法
長
官
が
指
摘
し
た
大
統
領
の
時
間
的
制
約
は
、
大
統
領
が
細
部
の
再
審
査
を
行
う
こ
と
の

不
可
能
性
を
示
す
。
一
九
世
紀
に
は
議
会
制
定
法
と
慣
行
が
積
み
重
な
り
、
行
政
は
複
雑
化
し
、
大
統
領
の
統
制
は
限
定
さ
れ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
は
当
時
の
大
統
領
を
「
傍
観
者
」
と
す
ら
形
容
し
、
行
政
学
者
の
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
（W

illian F. W
illoughby

）
は
行
政
監
督

は
議
会
に
存
す
る
と
論
じ
た
。
一
九
三
〇
年
代
の
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
や
そ
の
後
の
フ
ー
バ
ー
委
員
会
も
、
大
統
領
統
制
力
の
不

足
を
指
摘
し
、
制
度
的
制
約
が
大
統
領
の
一
元
的
支
配
を
妨
げ
て
い
る
と
結
論
付
け
た（

（1
（

。

　

省
庁
レ
ベ
ル
で
も
、
現
実
に
は
局
の
独
立
性
が
強
く
、
大
統
領
や
長
官
の
指
揮
は
制
約
さ
れ
て
き
た
。
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
局
は

省
庁
か
ら
独
立
し
た
存
在
と
な
り
、
二
〇
世
紀
以
降
も
そ
の
傾
向
は
続
い
た
。
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
は
行
政
機
構
を
「
権
限
を
分
担
す

る
機
関
の
集
合
体
」
と
説
明
し
、
ニ
ク
ソ
ン
も
官
庁
を
「
断
片
化
さ
れ
た
領
地
」
と
評
し
た
。
局
長
の
忠
誠
や
議
会
と
の
関
係
が
実

際
の
影
響
力
を
決
め
、
大
統
領
の
権
威
は
限
定
的
だ
っ
た
。
議
会
は
予
算
権
や
立
法
権
を
通
じ
強
大
な
影
響
力
を
保
持
し
、
こ
れ
は

今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
単
一
執
行
府
論
が
想
定
す
る
階
層
的
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
は
現
実
に
は
存
在
せ
ず
、
む
し
ろ
多
元
的
権
威
構

造
が
支
配
的
で
あ
る
。
カ
ウ
フ
マ
ン
（H

erbert K
aufm

an

）
も
、
行
政
機
関
は
垂
直
的
指
令
体
系
で
は
な
く
横
の
接
触
と
複
数
の

権
威
源
に
依
存
す
る
と
論
じ
、
ル
ー
ク
（Francis E. Rourke

）
ら
は
大
統
領
・
上
下
両
院
が
共
同
で
官
僚
機
構
を
統
制
す
る
「
均

衡
点
」
に
あ
る
と
し
た
。

　

大
統
領
権
限
の
一
手
段
と
さ
れ
る
大
統
領
令
も
万
能
で
は
な
い
。
法
的
根
拠
が
な
け
れ
ば
拘
束
力
は
弱
く
、
議
会
や
司
法
が
容
易
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に
制
約
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。Steel Seizure

事
件
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
裁
判
所
は
大
統
領
令
を
違
憲
と
判
断
し
う
る
。

議
会
も
土
地
保
留
に
関
す
る
法
律
な
ど
で
大
統
領
権
限
を
制
限
し
て
き
た
。
オ
バ
マ
（Barock H

. O
bam

a

）
の
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
閉

鎖
令
は
議
会
の
資
金
制
約
で
実
現
で
き
ず
、
ト
ラ
ン
プ
の
多
数
の
大
統
領
令
も
司
法
審
査
で
停
滞
し
た
。
大
統
領
令
は
政
治
的
に
は

目
立
つ
が
、
実
効
性
や
持
続
性
は
不
確
実
で
あ
り
、
単
一
執
行
府
モ
デ
ル
を
裏
付
け
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い（

（1
（

。

　

署
名
声
明
の
活
用
も
同
様
に
問
題
を
孕
む
。
伝
統
的
に
は
儀
礼
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
以
降
活
発
化
し
、
特
に

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
憲
法
上
の
異
議
を
根
拠
に
条
項
の
不
執
行
を
示
唆
す
る
な
ど
、
単
一
執
行
府
拡
大
の
道
具
と
し
た
。
ア
メ
リ
カ
法

曹
協
会
（
Ａ
Ｂ
Ａ
）
も
こ
れ
を
三
権
分
立
に
反
す
る
と
批
判
し
た
。
オ
バ
マ
も
Ｉ
Ｍ
Ｆ
資
金
法
案
で
議
会
と
合
意
し
た
制
限
を
後
に

署
名
声
明
で
否
定
し
、
議
会
の
反
発
を
招
い
た
。
憲
法
は
大
統
領
に
部
分
拒
否
権
を
認
め
て
お
ら
ず
、
署
名
声
明
で
法
律
条
項
を
実

質
的
に
無
効
化
す
る
こ
と
は
憲
法
違
反
に
あ
た
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（Louis Fisher

）
は
、
署
名
声
明
が
議
会
制
定
法
を
行
政
の

解
釈
に
置
き
換
え
る
危
険
を
指
摘
し
、
法
の
支
配
を
脅
か
す
と
論
じ
る
。
曖
昧
な
表
現
に
依
拠
す
る
声
明
は
議
会
と
の
対
話
を
阻
害

し
、
分
断
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
歴
史
と
実
務
は
大
統
領
の
絶
対
的
統
制
を
否
定
し
て
き
た
。
議
会
の
立
法
や
予
算
権
、
裁
判
所
の
司
法
審
査
、

行
政
機
構
の
多
元
的
構
造
は
い
ず
れ
も
大
統
領
の
権
限
を
制
約
し
、
単
一
執
行
府
論
が
描
く
単
一
指
揮
モ
デ
ル
は
現
実
と
か
け
離
れ

て
い
る
。
大
統
領
に
は
限
定
的
な
統
制
力
が
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
同
理
論
が
主
張
す
る
無
制
限
の
権
力
は
憲
法
秩
序
と
相
容
れ
な
い
。

大
統
領
令
や
署
名
声
明
と
い
っ
た
一
方
的
手
段
の
限
界
は
、
大
統
領
が
制
度
的
制
約
の
中
で
権
限
を
行
使
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
一
執
行
府
論
は
歴
史
的
事
実
や
制
度
的
現
実
に
合
致
せ
ず
、
む
し
ろ
権
力
分
立
と
抑
制
均
衡
を
逸

脱
す
る
危
険
を
孕
む
思
想
で
あ
る（

（1
（

。
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（
三
）　

第
三
章　

国
内
権
限
―
―
第
二
部

　

大
統
領
の
権
限
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
心
に
は
単
一
執
行
府
論
が
あ
る
。
同
理
論
は
、
大
統
領
が
執
行
府
全
体
を
一
元
的
に
指
揮
監

督
し
、
下
級
職
員
に
至
る
ま
で
罷
免
権
を
有
す
る
と
い
う
構
想
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
大
統
領
の
任
命
権
や
罷

免
権
は
憲
法
、
法
律
、
司
法
判
断
、
そ
し
て
政
治
的
慣
行
に
よ
っ
て
多
重
に
制
約
さ
れ
て
お
り
、
単
一
執
行
府
論
が
示
す
よ
う
な

「
絶
対
的
な
大
統
領
権
限
」
は
存
在
し
な
い
。
本
章
は
主
に
大
統
領
に
よ
る
任
命
と
罷
免
の
両
面
か
ら
検
討
し
、
歴
史
的
展
開
を
辿

り
つ
つ
、
制
度
上
の
制
約
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
大
統
領
の
任
命
権
は
憲
法
第
二
条
に
規
定
さ
れ
、
大
統
領
は
、
大
使
、
裁
判

官
、
閣
僚
な
ど
主
要
職
位
を
指
名
で
き
る
が
、
必
ず
上
院
の
助
言
と
承
認
を
必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
任
命
は
大
統
領
単
独
の
権

能
で
は
な
く
、
大
統
領
と
上
院
と
の
共
同
責
任
と
な
る
。
歴
史
的
に
大
統
領
に
よ
る
任
命
は
有
力
議
員
や
官
僚
の
推
薦
に
依
拠
し
、

特
に
地
域
選
出
議
員
の
影
響
力
が
大
き
く
、「
上
院
へ
の
礼
譲
」
と
呼
ば
れ
る
慣
行
は
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
司
法
任
命

や
地
方
官
僚
の
人
事
に
お
い
て
顕
著
で
、
大
統
領
の
人
選
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
さ
ら
に
大
統
領
は
休
会
中
任
命
権
を
行

使
す
る
こ
と
が
で
き
、
上
院
の
承
認
な
し
に
一
時
的
に
任
命
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
に
対
抗
し
て
上
院
は
形

式
的
に
短
期
間
の
会
期
を
繰
り
返
し
、
大
統
領
に
よ
る
休
会
任
命
の
余
地
を
狭
め
た
。
オ
バ
マ
政
権
期
に
は
連
邦
最
高
裁
が
十
日
未

満
の
休
会
中
任
命
を
無
効
と
す
る
判
断
を
下
し
、
大
統
領
権
限
に
一
層
の
制
約
を
加
え
た
。
ま
た
議
会
は
給
与
制
限
法
に
よ
っ
て
休

会
中
任
命
の
実
効
性
を
抑
え
、
候
補
者
の
給
与
支
払
い
を
制
限
す
る
な
ど
の
方
法
で
大
統
領
権
限
を
制
御
し
た
。

　

上
院
の
承
認
過
程
で
は
、
候
補
者
は
質
問
票
提
出
や
Ｆ
Ｂ
Ｉ
に
よ
る
身
辺
調
査
を
経
て
審
査
さ
れ
、
ブ
ル
ー
ス
リ
ッ
プ
制
度
や
委

員
会
で
の
公
聴
会
を
通
じ
て
評
価
さ
れ
る
。
近
年
で
は
政
党
間
対
立
の
激
化
に
伴
い
、
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
通
じ
た
審
議
妨
害
が
頻

発
し
た
。
二
〇
一
三
年
に
民
主
党
多
数
派
が
「
核
オ
プ
シ
ョ
ン
」
を
発
動
し
て
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
制
限
し
、
二
〇
一
七
年
に
は
共

和
党
多
数
派
が
最
高
裁
判
事
任
命
に
も
適
用
し
た
こ
と
で
、
大
統
領
は
同
党
多
数
の
上
院
を
背
景
に
、
よ
り
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
極

端
な
裁
判
官
を
指
名
し
や
す
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
司
法
の
独
立
性
や
均
衡
が
脅
か
さ
れ
る
と
の
懸
念
が
高
ま
り
、
マ
ケ
イ
ン
上
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院
議
員
ら
は
強
い
警
鐘
を
鳴
ら
し
た（

（1
（

。

　

大
統
領
の
解
任
権
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
六
年
のM

yers

事
件
で
連
邦
最
高
裁
は
大
統
領
が
郵
便
局
長
を
罷
免
す
る
権
限
を
有

す
る
と
判
断
し
、
広
汎
な
解
任
権
を
認
め
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
一
九
三
五
年
のH

um
phrey’s Executor

事
件
で
は
、
連
邦
取

引
委
員
会
の
委
員
は
準
司
法
的
性
格
を
有
す
る
た
め
、
解
任
に
は
制
限
を
設
け
ら
れ
る
と
さ
れ
、
大
統
領
の
無
制
限
な
罷
免
権
は
否

定
さ
れ
た
。
こ
の
区
分
は
大
統
領
権
限
の
限
界
を
示
す
重
要
な
判
例
と
な
り
、
そ
の
後
の
独
立
行
政
機
関
の
制
度
設
計
に
影
響
を
与

え
た
。
さ
ら
に
議
会
は
法
律
に
よ
っ
て
職
位
に
多
様
な
資
格
要
件
を
課
し
て
き
た
。
市
民
権
、
居
住
地
、
性
別
、
職
業
経
験
、
政
党

所
属
な
ど
、
官
職
に
応
じ
た
要
件
が
定
め
ら
れ
、
大
統
領
の
自
由
な
人
選
を
制
約
し
た
。
歴
代
大
統
領
は
概
ね
こ
れ
を
受
け
入
れ
た

が
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
以
降
は
違
憲
性
を
主
張
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、
憲
法
第
二
条
の
指
揮
監
督
権
に
基
づ
き
大
統
領
に
広
汎
な
人
事

裁
量
を
認
め
る
べ
き
だ
と
す
る
立
場
が
顕
著
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
議
会
は
例
外
規
定
を
柔
軟
に
運
用
し
、
優
れ
た
人
材
を
起
用
で

き
る
よ
う
調
整
を
行
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
バ
ー
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
通
商
代
表
の
よ
う
に
居
住
要
件
を
欠
く
候
補
に
も
特
別
措
置
を
講

じ
て
任
命
を
可
能
と
し
た（

（1
（

。

　

独
立
検
察
官
制
度
の
歴
史
も
大
統
領
権
限
の
制
約
の
重
要
な
事
例
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
と
「
土

曜
の
夜
の
虐
殺
」
を
受
け
て
一
九
七
八
年
に
政
府
倫
理
法
が
制
定
さ
れ
、
司
法
パ
ネ
ル
が
任
命
す
る
独
立
検
察
官
制
度
が
導
入
さ
れ

た
。
こ
の
制
度
は
司
法
長
官
の
み
が
限
定
的
事
由
で
解
任
で
き
、
大
統
領
に
よ
る
直
接
的
統
制
を
排
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
期
に
は

行
政
高
官
に
よ
る
汚
職
が
発
覚
し
、
独
立
検
察
官
が
活
躍
し
た
。
一
九
八
八
年
のM

orrison

事
件
で
連
邦
最
高
裁
は
独
立
検
察
官

を
「
下
級
職
」
と
位
置
付
け
、
そ
の
任
命
方
法
や
限
定
的
罷
免
規
定
を
合
憲
と
し
た
。
バ
ー
ガ
ー
長
官
ら
多
数
意
見
は
大
統
領
の
義

務
遂
行
を
妨
げ
な
い
と
判
断
し
た
が
、
ス
カ
リ
ア
判
事
は
強
い
反
対
意
見
を
表
明
し
、
単
一
執
行
府
論
の
観
点
か
ら
執
行
権
の
侵
害

だ
と
論
じ
た
。
こ
の
反
対
意
見
は
後
に
単
一
執
行
府
論
者
の
論
拠
と
し
て
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
制
度
は
存
続
し
た
が
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
下
で
の
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
事
件
や
ル
イ
ン
ス
キ
ー
事
件
を
調
査
し
た
ス
タ
ー
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（K
enneth W

. Starr

）
独
立
検
察
官
の
活
動
が
過
度
に
拡
大
し
、
政
治
的
中
立
性
へ
の
批
判
を
招
い
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
九
年

に
議
会
は
独
立
検
察
官
法
を
再
認
可
せ
ず
、
同
制
度
は
失
効
し
た
。
以
後
は
司
法
省
規
則
に
基
づ
き
特
別
検
察
官
が
任
命
さ
れ
る
方

式
が
採
用
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
ア
シ
ュ
ク
ロ
フ
ト
（John D

. A
shcroft

）
司
法
長
官
ら
に
よ
っ
て
改
正
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

新
制
度
で
は
司
法
長
官
が
任
命
・
監
督
し
、
必
要
に
応
じ
て
解
任
で
き
る
が
、
そ
の
際
に
は
議
会
に
報
告
義
務
を
負
う
。
ト
ラ
ン
プ

政
権
下
で
は
ロ
シ
ア
疑
惑
捜
査
の
た
め
モ
ラ
ー
（Robert S. M

ueller

）
特
別
検
察
官
が
任
命
さ
れ
、
大
統
領
の
罷
免
権
を
め
ぐ
る

議
論
が
再
燃
し
た
。

　

こ
う
し
た
展
開
は
、
大
統
領
の
任
命
権
・
罷
免
権
が
形
式
上
は
広
汎
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
は
上
院
の
承
認
、
議
会
に
よ
る
資
格

要
件
、
司
法
の
判
断
、
政
治
的
慣
行
や
世
論
の
圧
力
と
い
っ
た
多
重
の
制
約
に
よ
り
調
整
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
単

一
執
行
府
論
が
主
張
す
る
よ
う
な
「
大
統
領
に
よ
る
完
全
統
制
」
は
、
歴
史
的
に
も
法
的
に
も
現
実
的
に
も
成
立
し
て
い
な
い
。
む

し
ろ
ア
メ
リ
カ
の
統
治
構
造
は
、
大
統
領
権
限
を
強
化
し
つ
つ
も
抑
制
と
均
衡
を
維
持
す
る
複
雑
な
仕
組
み
に
よ
っ
て
機
能
し
て
お

り
、
権
力
分
立
の
伝
統
が
強
固
に
働
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
経
過
は
、
現
代
に
お
け
る
大
統
領
制
の
理
解
に
不
可
欠
で
あ

り
、
単
一
執
行
府
論
の
理
論
的
限
界
を
如
実
に
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る（

（1
（

。

（
四
）　

第
四
章　

国
内
権
限
―
―
第
三
部

　

本
章
は
、
単
一
執
行
府
論
の
射
程
を
再
検
討
す
る
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
議
会
に
よ
る
統
制
手
段
、
規
則
制
定
過
程
へ
の
大
統

領
関
与
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ツ
ァ
ー
リ
（czar

）
の
制
度
的
意
味
、
そ
し
て
執
行
特
権
の
性
質
を
総
合
的
に
分
析
す
る
。
中
心
的

な
関
心
は
、
大
統
領
が
行
政
機
関
全
体
を
単
独
で
指
揮
し
う
る
と
い
う
理
論
的
主
張
が
、
実
際
の
統
治
構
造
に
お
い
て
ど
の
程
度
現

実
化
し
て
い
る
か
を
問
う
点
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
が
示
す
よ
う
に
、
現
実
の
行
政
国
家
に
お
け
る
権
限
行
使
は
常
に
複
合
的

で
あ
り
、
議
会
・
官
僚
制
・
司
法
と
の
相
互
作
用
を
離
れ
て
は
理
解
で
き
な
い
。
本
章
は
、
単
一
執
行
府
論
の
理
念
と
実
際
の
制
度
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運
用
と
の
乖
離
を
、
議
会
拒
否
権
、
規
則
制
定
統
制
、
ツ
ァ
ー
リ
現
象
、
執
行
特
権
と
い
う
四
つ
の
領
域
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

　

ま
ず
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
初
頭
ま
で
議
会
が
活
用
し
た
議
会
拒
否
権
（legislative veto

）
は
、
行
政
機
関
に

授
権
し
た
権
限
を
議
会
が
比
較
的
容
易
に
制
御
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
発
展
し
た
。
議
会
は
、
行
政
機
関
の
行
為
が
立
法
意
図
に

反
し
た
場
合
、
追
加
の
法
改
正
を
経
ず
に
単
独
・
共
同
決
議
に
よ
っ
て
こ
れ
を
撤
回
で
き
た
。
と
り
わ
け
一
九
七
四
年
の
戦
争
権
限

決
議
な
ど
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
仕
組
み
は
行
政
国
家
の
肥
大
化
を
抑
制
し
つ
つ
立
法
府
の
柔
軟
な
統
制
を
保
障
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
単
一
執
行
府
論
の
支
持
者
は
、
こ
う
し
た
制
度
を
権
力
分
立
原
理
に
反
す
る
違
憲
な
干
渉
と
み
な
し
、
一
九
八

三
年
のIN

S v. Chadha
事
件
が
こ
の
制
度
を
無
効
と
し
た
こ
と
を
、
執
行
府
の
一
元
的
統
制
を
裏
付
け
る
根
拠
と
位
置
付
け
た
。

カ
ラ
ブ
レ
ジ
と
ユ
ー
は
、
歴
代
大
統
領
が
議
会
拒
否
権
に
一
貫
し
て
反
対
し
て
き
た
と
主
張
し
、
同
判
決
を
そ
の
系
譜
に
連
ね
る
。

し
か
し
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
批
判
者
は
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
多
く
の
大
統
領
が
議
会
拒
否
権
を
容
認
し
、
む
し
ろ

実
務
上
の
利
益
を
共
有
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
フ
ー
バ
ー
（H

erbert C. H
oover

）
や
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
ら
は
、
再
編
権
限

付
与
な
ど
の
際
に
こ
の
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
て
お
り
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
や
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
も
二
〇
〇
件
を
超
え
る
議
会
拒

否
条
項
に
署
名
し
て
い
た
。
日
常
の
統
治
に
お
け
る
現
実
的
妥
協
が
、
理
論
的
な
一
元
統
制
よ
り
優
先
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
にChadha

事
件
判
決
が
議
会
拒
否
権
を
全
面
的
に
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
議
会
は
そ
の
後
も
実
質
的
統
制
手
段
を
保

持
し
て
き
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
以
降
も
歳
出
委
員
会
を
通
じ
た
事
前
承
認
条
項
な
ど
の
形
で
、
千
件
近
い
議
会
拒
否
が
行
使
さ
れ
て

い
る
。
大
統
領
や
連
邦
最
高
裁
が
い
か
に
理
論
的
統
一
性
を
唱
え
よ
う
と
も
、
実
際
に
は
議
会
の
指
導
・
抑
制
機
能
が
存
続
し
、
単

一
執
行
権
の
前
提
を
揺
る
が
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

次
に
、
規
則
制
定
過
程
に
お
け
る
大
統
領
の
関
与
が
検
討
さ
れ
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
大
統
領
は
行
政
機
関
の
規
制
活
動
に

対
す
る
審
査
・
統
制
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
ニ
ク
ソ
ン
の
「
生
活
の
質
審
査
プ
ロ
セ
ス
」
に
始
ま
り
、
レ
ー
ガ
ン
の
一
九
八

一
年
行
政
命
令
に
よ
っ
て
Ｏ
Ｍ
Ｂ
の
情
報
規
制
問
題
室
（
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
に
よ
る
経
済
分
析
と
審
査
が
義
務
化
さ
れ
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
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（Bill Clinton

）
は
こ
の
制
度
を
維
持
し
つ
つ
柔
軟
化
さ
せ
、「
便
益
が
費
用
を
正
当
化
す
れ
ば
足
り
る
」
と
の
基
準
を
採
用
し
た
。

カ
ラ
ブ
レ
ジ
と
ユ
ー
は
こ
れ
を
単
一
執
行
権
の
顕
著
な
実
践
と
み
な
し
、
大
統
領
に
よ
る
包
括
的
調
整
権
限
の
確
立
を
高
く
評
価
す

る
。
し
か
し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ェ
ス
ト
ら
は
、
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
人
員
・
法
的
権
限
の
限
界
を
指
摘
し
、
実
際
に
は
真
の
「
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
計
画
」
に
は
程
遠
い
と
論
じ
る
。
行
政
機
関
は
議
会
制
定
法
の
枠
内
で
行
動
す
る
た
め
、
大
統
領
の
一
元
的
指
揮
に
は
制
度
的

制
約
が
存
在
す
る
。
ケ
イ
ガ
ン
政
権
も
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
期
の
経
験
か
ら
、
規
制
政
策
へ
の
大
統
領
関
与
は
包
括
的
理
論
で
は
な
く

個
別
政
策
主
導
に
過
ぎ
ず
、
専
門
官
僚
へ
の
敬
意
と
協
議
が
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
分
析
は
、
単
一
執
行
モ
デ

ル
が
現
実
の
行
政
統
治
の
複
雑
性
を
過
小
評
価
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　

実
際
、
行
政
機
関
は
大
統
領
統
制
を
回
避
す
る
多
様
な
手
段
を
も
つ
。
行
動
を
意
図
的
に
遅
延
さ
せ
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ａ
審
査
を
回
避
す
る
、

機
関
内
部
の
裁
定
を
通
じ
て
政
策
を
形
成
す
る
、
独
立
訴
訟
権
を
活
用
す
る
、
あ
る
い
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
文
書
を
発
行
す
る
こ
と
で
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
審
査
を
免
れ
る
な
ど
で
あ
る
。
特
に
「
重
要
で
な
い
規
則
」
の
発
行
や
経
済
的
影
響
を
分
割
す
る
手
法
は
、
Ｏ
Ｉ
Ｒ

Ａ
の
監
督
を
形
式
的
に
迂
回
す
る
効
果
を
も
つ
。
さ
ら
に
議
会
は
、
任
期
の
ず
れ
た
複
数
メ
ン
バ
ー
制
を
も
つ
独
立
規
制
機
関
を
創

設
し
、
大
統
領
の
罷
免
権
を
「
正
当
な
理
由
」
条
項
で
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
統
領
統
制
か
ら
の
制
度
的
隔
離
を
維
持
し
て
き

た
。
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｂ
長
官
の
罷
免
条
項
を
め
ぐ
る
訴
訟
で
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
巡
回
控
訴
裁
判
所
が
一
度
は
違
憲
と
し
た
が
、
後
に

合
憲
と
判
断
さ
れ
、
行
政
の
独
立
性
を
確
認
し
た
。
司
法
省
が
政
権
交
代
に
よ
り
立
場
を
逆
転
さ
せ
た
事
実
も
、
行
政
権
の
「
統
一

性
」
が
政
治
的
文
脈
に
左
右
さ
れ
る
相
対
的
な
構
成
概
念
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

第
三
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
お
よ
び
オ
バ
マ
政
権
期
に
顕
著
と
な
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ツ
ァ
ー
リ
の
拡
大
が
分
析
さ
れ
る
。
ツ
ァ
ー

リ
と
は
、
大
統
領
が
議
会
承
認
を
経
ず
に
任
命
す
る
高
官
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
承
認
官
僚
よ
り
広
汎
な
政
策
・
予
算
・
規
制
権
限
を

行
使
す
る
。
彼
ら
は
複
数
省
庁
を
横
断
的
に
調
整
し
、
議
会
の
統
制
を
受
け
に
く
い
存
在
と
し
て
制
度
的
懸
念
を
招
い
た
。
ツ
ァ
ー

リ
職
の
憲
法
上
の
根
拠
は
存
在
せ
ず
、
法
定
職
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
実
上
の
政
策
決
定
者
と
な
る
点
で
、
単
一
執
行
府
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論
が
抱
え
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
欠
如
を
象
徴
す
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
で
は
信
仰
に
基
づ
く
活
動
や
安
全
保
障
領
域
に
お
い
て
ツ

ァ
ー
リ
が
拡
大
し
、
オ
バ
マ
政
権
は
こ
れ
を
さ
ら
に
制
度
化
・
多
様
化
さ
せ
た
。
オ
バ
マ
は
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
金
融
救
済
、
自

動
車
産
業
な
ど
の
分
野
に
多
数
の
ツ
ァ
ー
リ
を
任
命
し
、
上
院
承
認
官
の
権
限
を
上
回
る
実
権
を
与
え
た
。
と
り
わ
け
、
自
動
車
産

業
担
当
ラ
ト
ナ
ー
（Steven Latner

）
は
、
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｐ
資
金
を
用
い
た
Ｇ
Ｍ
・
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
救
済
を
主
導
し
た
が
、
議
会
の
監
視

を
受
け
ず
、
後
に
汚
職
で
起
訴
・
和
解
し
た
。
ブ
ラ
ウ
ナ
ー
の
気
候
変
動
ツ
ァ
ー
リ
も
同
様
に
Ｅ
Ｐ
Ａ
長
官
を
凌
駕
す
る
権
限
を
行

使
し
、
議
会
証
言
を
拒
否
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
大
統
領
が
法
的
承
認
手
続
を
迂
回
し
て
政
策
を
実
施
す
る
傾
向
を
示
し
、
権

力
集
中
と
説
明
責
任
の
欠
如
を
も
た
ら
す
。

　

ツ
ァ
ー
リ
現
象
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
内
で
の
意
思
決
定
の
閉
鎖
性
を
強
め
、
外
部
の
批
判
的
審
査
を
阻
害
す
る
。
ピ
ウ
ス

（Richard M
. Pious

）
は
著
書
『
大
統
領
の
失
敗
（W

hy President Fail

）』
で
、
制
度
化
さ
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
む
し
ろ
失

敗
を
増
や
す
と
論
じ
、
大
統
領
が
議
会
と
の
協
働
的
統
治
を
志
向
す
べ
き
だ
と
す
る
。
本
書
も
同
趣
旨
を
共
有
し
、
ツ
ァ
ー
リ
に
よ

る
一
方
的
行
動
は
権
力
分
立
を
損
な
い
、
行
政
効
率
化
の
根
拠
に
も
な
ら
な
い
と
結
論
付
け
る
。
実
際
、
過
去
の
ツ
ァ
ー
リ
―
―
第

一
次
大
戦
期
の
戦
争
産
業
委
員
会
、
ニ
ク
ソ
ン
の
経
済
対
策
、
麻
薬
政
策
、
ブ
ッ
シ
ュ
の
国
土
安
全
保
障
政
策
―
―
は
い
ず
れ
も
限

定
的
成
果
し
か
残
し
て
い
な
い
。
ツ
ァ
ー
リ
制
度
は
統
治
構
造
に
「
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
」
を
生
み
、
官
僚
層
を
増
や
し
つ
つ
統
制
を

弱
め
、
行
政
国
家
の
一
元
化
が
必
ず
し
も
効
率
や
成
果
を
保
証
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
大
統
領
の
防
御
手
段
と
し
て
の
執
行
特
権
が
扱
わ
れ
る
。
執
行
特
権
は
、
行
政
情
報
の
非
開
示
を
正
当
化
す
る
黙
示
的

権
限
と
し
て
一
九
五
〇
年
代
に
制
度
化
さ
れ
た
。
大
統
領
は
国
家
安
全
保
障
や
外
交
な
ど
に
関
し
て
特
に
こ
の
特
権
を
主
張
し
て
き

た
が
、
同
時
に
議
会
の
監
視
・
立
法
機
能
と
の
緊
張
を
生
む
。
ワ
シ
ン
ト
ン
以
来
の
先
例
に
照
ら
し
て
も
、
こ
の
特
権
は
常
に
衡
平

性
の
テ
ス
ト
に
服
す
る
。
大
統
領
が
機
密
保
持
を
求
め
る
一
方
で
、
議
会
が
説
明
責
任
と
情
報
公
開
を
要
求
す
る
構
造
的
対
立
が
続

い
て
い
る
。
単
一
執
行
府
論
は
こ
の
衝
突
を
「
大
統
領
の
単
一
的
裁
量
」
と
し
て
整
理
し
よ
う
と
す
る
が
、
実
際
に
は
権
力
分
立
の
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調
整
の
中
で
の
み
理
解
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
、
本
章
は
単
一
執
行
府
論
の
実
証
的
脆
弱
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
議
会
拒
否
権
の
歴
史
は
、
大
統
領
と
議

会
の
協
働
統
治
の
現
実
を
示
し
、
規
則
制
定
の
実
態
は
大
統
領
の
一
元
支
配
が
制
度
的
に
限
界
を
も
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ツ
ァ

ー
リ
制
度
は
、
法
的
根
拠
を
欠
く
大
統
領
権
限
拡
張
の
危
険
を
具
現
化
し
、
執
行
特
権
は
透
明
性
と
説
明
責
任
と
の
恒
常
的
緊
張
を

体
現
す
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
行
政
国
家
の
統
治
は
、
単
独
指
揮
に
よ
る
効
率
よ
り
も
、
抑
制
と
均
衡
、
相
互
統
制
を
通

じ
て
の
み
正
統
性
を
維
持
し
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
単
一
執
行
府
論
が
掲
げ
る
「
効
率
と
責
任
の
統
合
」
は
、
歴
史
的
慣
行
と

制
度
的
多
元
性
の
前
に
修
正
を
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

（
五
）　

第
五
章　

外
交
権
限
―
―
第
一
部

　

本
章
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
に
お
け
る
外
交
・
戦
争
権
限
と
単
一
執
行
府
論
の
結
合
を
中
心
に
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件

後
か
ら
ブ
ッ
シ
ュ
、
オ
バ
マ
、
ト
ラ
ン
プ
各
政
権
に
至
る
大
統
領
権
限
拡
大
の
展
開
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

単
一
執
行
府
論
は
当
初
、
大
統
領
の
国
内
統
治
権
限
の
強
化
を
目
指
し
た
理
論
と
し
て
形
成
さ
れ
た
が
、
九
・
一
一
テ
ロ
を
契
機

に
外
交
・
安
全
保
障
領
域
へ
も
拡
張
さ
れ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
下
で
副
大
統
領
チ
ェ
イ
ニ
ー
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
以
後
の

大
統
領
権
限
の
衰
退
を
嘆
き
、
国
家
安
全
保
障
に
お
け
る
大
統
領
権
限
の
回
復
を
使
命
と
し
た
。
彼
が
主
導
し
た
一
九
八
七
年
の
イ

ラ
ン
・
コ
ン
ト
ラ
事
件
に
関
す
る
少
数
派
報
告
書
は
、
外
交
・
軍
事
政
策
に
お
け
る
大
統
領
の
優
越
的
地
位
を
主
張
し
、
ハ
ミ
ル
ト

ン
の
『
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
』
第
七
〇
編
を
引
用
し
て
、
国
家
の
存
続
に
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
る
単
一
執
行
」
が
不
可
欠
で
あ
る
と
論

じ
た
。
同
報
告
書
は
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
ル
イ
ジ
ア
ナ
購
入
な
ど
を
先
例
と
し
て
、
大
統
領
が
明
示
的
法
的
根
拠
な
し
に
外
交
を
指

揮
し
得
る
と
正
当
化
し
た
。
こ
う
し
て
外
交
権
限
の
単
独
行
使
を
擁
護
す
る
理
論
的
基
盤
が
整
え
ら
れ
、
後
の
ブ
ッ
シ
ュ
、
オ
バ
マ
、

ト
ラ
ン
プ
各
政
権
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
司
法
省
副
次
官
補
ジ
ョ
ン
・
ユ
ー
は
、
こ
の
流
れ
を
継
ぎ
、
最
高
司
令
官
条
項
に
基
づ
く
大
統
領
の
全
権
的
戦

争
権
限
を
主
張
し
た
。
彼
は
憲
法
第
二
条
を
拡
大
解
釈
し
、
議
会
の
承
認
な
し
に
軍
事
行
動
を
起
こ
す
裁
量
を
大
統
領
に
認
め
る
論

理
を
展
開
し
た
。
ユ
ー
は
英
国
の
「
最
高
司
令
官
」
概
念
を
援
用
し
、
大
統
領
を
文
民
統
制
の
外
に
置
か
れ
る
存
在
と
み
な
し
た
が
、

こ
れ
は
憲
法
第
一
条
八
節
で
議
会
に
宣
戦
布
告
、
軍
隊
組
織
、
資
金
配
分
の
権
限
を
明
示
的
に
委
ね
る
条
文
と
矛
盾
す
る
。
さ
ら
に

リ
ト
ル
対
バ
レ
ー
ム
事
件
な
ど
初
期
の
判
例
も
、
大
統
領
が
議
会
制
定
法
を
超
え
て
軍
事
行
動
を
取
る
こ
と
を
禁
じ
て
お
り
、
最
高

司
令
官
条
項
を
も
っ
て
無
制
限
の
戦
争
権
限
を
主
張
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。
ユ
ー
は
ま
た
、
宣
戦
布
告
条
項
を
形
式
的
な
手
続

き
に
す
ぎ
な
い
と
位
置
付
け
、
議
会
の
戦
争
権
限
を
軽
視
し
た
。
し
か
し
憲
法
制
定
会
議
で
は
、
大
統
領
に
開
戦
権
を
与
え
る
こ
と

が
強
く
否
定
さ
れ
、
議
会
が
戦
争
開
始
の
権
限
を
も
つ
と
定
め
ら
れ
た
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
自
身
も
『
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
』
第
六
九
編
で
、

大
統
領
の
軍
事
権
限
は
名
目
上
国
王
と
同
様
で
も
実
質
的
に
は
大
き
く
制
限
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
制
定
者
た
ち
は
、
個
人

に
よ
る
戦
争
決
定
を
避
け
、
共
和
主
義
的
な
集
団
的
意
思
決
定
を
重
視
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
ユ
ー
の
主
張
す
る
包
括
的
な
戦
争
権

限
は
憲
法
の
構
造
に
も
制
定
者
の
意
図
に
も
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た（

（2
（

。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
代
の
大
統
領
は
法
的
曖
昧
性
を
利
用
し
て
一
方
的
軍
事
行
動
を
拡
大
し
て
き
た
。
オ
バ
マ
は
二
〇
一
一
年

リ
ビ
ア
空
爆
に
際
し
て
、
法
律
顧
問
室
（
Ｏ
Ｌ
Ｃ
）
の
慎
重
意
見
を
退
け
、
戦
争
権
限
法
（
Ｗ
Ｐ
Ｒ
）
の
「
敵
対
行
為
」
概
念
を
狭

義
に
解
釈
し
て
議
会
承
認
を
回
避
し
た
。
こ
れ
は
自
身
が
か
つ
て
唱
え
た
「
現
実
的
脅
威
が
な
い
限
り
大
統
領
は
一
方
的
に
武
力
行

使
で
き
な
い
」
と
の
立
場
と
も
矛
盾
し
、
議
会
の
否
決
を
招
い
た
。
介
入
後
リ
ビ
ア
は
混
乱
に
陥
り
、
オ
バ
マ
自
身
も
「
最
大
の
過

ち
」
と
認
め
た
。
ト
ラ
ン
プ
も
シ
リ
ア
空
爆
や
イ
ラ
ン
の
ソ
レ
イ
マ
ニ
司
令
官
殺
害
を
議
会
承
認
な
し
で
実
行
し
、
二
〇
〇
一
年
軍

武
力
行
使
承
認
決
議
（
Ａ
Ｕ
Ｍ
Ｆ
）
を
根
拠
に
拡
大
解
釈
し
た
。
議
会
は
こ
れ
に
反
発
し
、
戦
争
権
限
制
限
決
議
を
可
決
し
た
が
、

ト
ラ
ン
プ
は
拒
否
権
を
行
使
し
た
。
こ
う
し
た
経
過
は
、
民
主
党
・
共
和
党
を
問
わ
ず
、
単
一
執
行
府
的
発
想
が
外
交
・
戦
争
政
策

に
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
示
す（

（2
（

。
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憲
法
上
、
宣
戦
布
告
権
は
議
会
に
属
す
る
が
、
朝
鮮
戦
争
以
降
、
大
統
領
が
一
方
的
に
戦
争
を
遂
行
す
る
慣
行
が
定
着
し
た
。
ト

ル
ー
マ
ン
以
後
の
政
権
は
、
国
連
決
議
や
大
統
領
判
断
を
根
拠
に
議
会
承
認
を
回
避
し
、
以
後
の
オ
バ
マ
や
ト
ラ
ン
プ
も
同
様
に
行

動
し
た
。
こ
の
傾
向
を
支
え
る
理
論
が
「
緊
急
事
態
下
の
大
統
領
権
限
」
で
あ
る
。
ユ
ー
や
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
司
法
長
官
ゴ
ン
ザ
レ

ス
（A

lberto R. Gonzales

）
は
、
国
家
安
全
保
障
上
の
脅
威
へ
の
迅
速
な
対
応
の
た
め
に
は
、
大
統
領
に
広
汎
な
単
独
行
動
権
限

を
認
め
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、「
緊
急
権
限
」「
固
有
権
限
」「
黙
示
権
限
」
な
ど
の
概
念
は
混
用
さ
れ
、
法
的
根

拠
を
曖
昧
化
し
て
き
た
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
裁
判
官
（Robert H

. Jackson

）
は
、
こ
れ
ら
の
形
容
詞
の
濫
用
が
大
統
領
権
限
の
拡
張
を

正
当
化
す
る
と
警
告
し
、
固
有
権
限
論
は
「
限
定
政
府
か
ら
無
制
限
政
府
へ
の
移
行
」
を
招
く
と
指
摘
し
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
も
、

主
権
が
国
民
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
へ
移
る
危
険
を
強
調
し
た
。
固
有
権
限
論
の
源
流
は
イ
ギ
リ
ス
君
主
の
「
特
権
的
権
力
」
に
あ

る
。
国
王
は
公
益
の
た
め
に
法
を
超
え
て
行
動
で
き
、
戦
争
開
始
・
条
約
締
結
・
官
職
設
置
な
ど
の
権
限
を
も
っ
て
い
た
。
建
国
の

父
た
ち
は
こ
の
制
度
を
拒
否
し
、
連
合
規
約
下
で
は
独
立
し
た
行
政
を
置
か
ず
、
州
知
事
の
権
限
も
制
限
し
た
。
新
憲
法
制
定
に
際

し
て
も
彼
ら
は
君
主
的
権
限
を
忌
避
し
、
戦
争
や
歳
出
な
ど
主
要
な
権
限
を
議
会
に
委
ね
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
「
英
国
君
主
の
特
権

は
執
行
権
を
定
義
す
る
指
針
と
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
制
定
者
た
ち
は
特
権
的
権
力
を
憲
法
の
外
に
封
じ
込
め
た
。
よ
っ
て
、
単

一
執
行
府
論
の
主
張
す
る
よ
う
な
無
制
限
の
大
統
領
特
権
は
、
制
定
理
念
と
整
合
し
な
い（

（2
（

。

　

大
統
領
の
緊
急
権
限
思
想
は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
「
憲
法
に
明
確
な
禁
止
が
な
い
限
り
公
共
の
利
益
の
た
め
行
動
で
き
る
」
と
す

る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
理
論
を
唱
え
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
れ
を
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
継
承
し
、
大
統
領
を
「
国
民
全
体
の
代
表
」
と

位
置
づ
け
、
積
極
的
政
治
指
導
を
正
当
化
し
た
。
以
後
の
大
統
領
た
ち
は
こ
れ
を
拡
張
し
、
戦
時
・
危
機
時
に
単
独
行
動
を
と
る
根

拠
と
し
て
き
た
。
し
か
し
憲
法
上
、
大
統
領
は
共
和
制
の
制
約
下
に
あ
り
、
責
任
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
司
法
も
緊
急
権

限
に
一
定
の
限
界
を
設
け
て
き
た
。
一
八
九
〇
年
のN

eagle

事
件
で
は
緊
急
時
の
限
定
的
権
限
を
認
め
た
が
、
南
北
戦
争
後
の

M
illigan

事
件
で
は
、
民
間
裁
判
所
が
機
能
す
る
地
域
で
の
軍
事
裁
判
を
否
定
し
、「
必
要
性
に
よ
る
法
の
停
止
は
専
制
に
直
結
す
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る
」
と
判
示
し
た
。Y

oungstow
n

事
件
で
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
（H

arry S. T
ram

an

）
大
統
領
の
製
鉄
所
接
収
を
違
憲
と
し
、
ブ
ラ

ッ
ク
（H

ugo L. Black

）
裁
判
官
が
憲
法
秩
序
の
維
持
を
強
調
し
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
裁
判
官
は
「
大
統
領
が
戦
争
権
限
を
独
占
す
る
こ

と
は
な
く
、
議
会
こ
そ
軍
を
組
織
し
資
金
を
提
供
す
る
主
体
」
と
述
べ
た
。
こ
の
判
例
は
緊
急
権
限
を
法
か
ら
切
り
離
さ
な
い
原
則

を
確
立
し
、
そ
の
後
、
敵
国
通
商
法
や
国
際
緊
急
経
済
権
限
法
な
ど
の
立
法
に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
た（

（2
（

。

　

そ
れ
で
も
司
法
は
大
統
領
権
限
の
制
限
に
慎
重
で
あ
り
、D

am
es &

 M
oore v. Regan

事
件
で
は
議
会
の
黙
認
を
根
拠
に
大
統

領
行
動
を
容
認
し
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
外
交
に
お
け
る
「
唯
一
の
機
関
（sole organ

）」
法
理
の
拡
張
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
。

一
九
三
六
年Curtiss-W

right

事
件
で
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
（George A

. Sutherland

）
裁
判
官
は
、
大
統
領
が
「
国
際
関
係
に
お
け

る
唯
一
の
機
関
」
と
し
て
包
括
的
権
限
を
有
す
る
と
述
べ
た
が
、
そ
の
根
拠
と
さ
れ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
の
発
言
は
、
大
統
領
が
議
会
と

上
院
の
同
意
に
よ
る
条
約
を
忠
実
に
履
行
す
る
義
務
を
述
べ
た
に
す
ぎ
ず
、
単
独
外
交
権
を
主
張
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
誤
読
は
後
世
の
政
権
に
よ
り
外
交
・
軍
事
領
域
で
の
単
独
行
動
の
正
当
化
根
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
経
過
を
通
じ
て
、
単
一
執
行
府
論
の
外
交
・
安
全
保
障
領
域
へ
の
拡
張
は
、
チ
ェ
イ
ニ
ー
報
告
書
か
ら
ユ
ー
理
論
、
ブ

ッ
シ
ュ
・
オ
バ
マ
・
ト
ラ
ン
プ
各
政
権
の
実
践
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
議
会
統
制
の
弱
体
化
と
大
統
領
権
限
の
肥
大
化
を
招
い
た
。

最
高
司
令
官
条
項
や
緊
急
権
限
論
は
、
そ
の
都
度
「
迅
速
な
対
応
」
や
「
国
家
防
衛
」
の
名
目
で
大
統
領
の
一
方
的
行
動
を
正
当
化

し
て
き
た
。
し
か
し
建
国
の
父
た
ち
が
構
想
し
た
共
和
的
統
治
構
造
は
、
権
限
分
立
と
抑
制
・
均
衡
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
外

交
・
戦
争
に
お
い
て
も
大
統
領
の
自
由
裁
量
は
憲
法
と
議
会
の
枠
内
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
れ
を
超
え
る
単
一
執
行
府
の
論
理
は
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
の
憲
法
秩
序
そ
の
も
の
を
変
質
さ
せ
る
危
険
を
孕
む（

（2
（

。

（
六
）　

第
六
章　

外
交
権
限
―
―
第
二
部

　

本
章
は
、
単
一
執
行
府
論
が
、
九
・
一
一
以
降
の
ア
メ
リ
カ
外
交
・
安
全
保
障
政
策
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
、
ま
た
そ
れ
が
ど
の
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よ
う
な
憲
法
的
限
界
と
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
か
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
九
・
一
一
以
降
、
単
一
執
行
府
論
は
外
交
・
安
全
保
障

政
策
の
分
野
で
顕
著
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
国
家
防
衛
の
名
の
下
に
大
統
領
の
権
限
を
最
大
限
に
解
釈
し
、
議

会
や
司
法
に
よ
る
制
約
を
排
除
す
る
方
向
へ
と
進
ん
だ
。
Ｏ
Ｌ
Ｃ
の
覚
書
は
、
大
統
領
が
必
要
と
判
断
す
る
軍
事
行
動
を
議
会
の
承

認
な
く
実
施
で
き
る
と
い
う
憲
法
解
釈
を
提
示
し
、
以
後
の
政
策
決
定
の
法
的
根
拠
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
理
論
を
軍
事
委
員

会
、
監
視
活
動
、
拷
問
、
特
別
移
送
、
国
家
機
密
特
権
と
い
っ
た
個
別
の
施
策
の
包
括
的
正
当
化
基
盤
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
ず
、

そ
の
適
用
範
囲
は
常
に
政
治
的
・
司
法
的
抵
抗
に
直
面
し
た
。

　

テ
ロ
と
の
戦
争
の
初
期
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
派
兵
に
続
き
、
テ
ロ
容
疑
者
を
拘
束
し
、
裁
く
軍
事
委
員
会
を
創
設
す

る
大
統
領
命
令
を
発
令
し
た
。
Ｏ
Ｌ
Ｃ
覚
書
は
大
統
領
の
単
独
設
置
権
限
を
主
張
し
、
議
会
の
統
一
軍
事
司
法
法
典
を
無
視
し
た
が
、

法
曹
界
や
学
者
は
こ
れ
を
三
権
分
立
原
則
へ
の
違
反
と
批
判
し
た
。
拘
束
対
象
が
米
国
市
民
に
も
及
ぶ
と
、
政
府
は
第
二
次
大
戦
中

のEx parte Q
uirin

事
件
判
決
を
根
拠
に
正
当
化
を
試
み
た
が
、
こ
の
判
決
は
す
で
に
処
刑
後
に
出
さ
れ
た
不
完
全
な
も
の
で
あ

り
、
後
のH

am
di

事
件
で
は
最
高
裁
が
適
正
手
続
の
保
障
を
命
じ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
そ
れ
で
も
司
法
審
査
の
及
ば
ぬ
拘
禁
制

度
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
が
、Rasul

事
件
で
最
高
裁
は
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
収
容
者
へ
の
人
身
保
護
令
状
の
管
轄
権
を
認
め
た
。
以
後

も
政
権
は
被
拘
禁
者
を
「
敵
性
戦
闘
員
」
と
し
て
扱
い
、
軍
事
委
員
会
の
運
営
を
続
け
た
が
、H

am
dan

事
件
で
最
高
裁
は
大
統

領
の
設
置
し
た
委
員
会
が
法
的
根
拠
を
欠
き
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
違
反
す
る
と
判
示
し
た
。
議
会
は
こ
れ
を
受
け
て
軍
事
委
員
会

法
を
制
定
し
た
が
、Boum

ediene

事
件
で
最
高
裁
は
被
拘
禁
者
に
憲
法
上
の
人
身
保
護
権
を
認
め
、
議
会
と
行
政
府
の
双
方
の
制

約
策
を
否
定
し
た
。
オ
バ
マ
は
一
時
停
止
と
改
革
を
命
じ
た
が
、
最
終
的
に
は
機
密
保
護
な
ど
を
理
由
に
制
度
を
維
持
し
、
軍
事
委

員
会
を
法
的
に
整
備
し
た
。
大
統
領
権
限
の
単
独
拡
大
は
頓
挫
し
、
軍
事
委
員
会
は
議
会
の
管
理
下
に
収
ま
っ
た（

（2
（

。

　

次
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
国
家
安
全
保
障
局
（
Ｎ
Ｓ
Ａ
）
に
よ
る
国
内
外
通
信
監
視
を
大
統
領
の
固
有
権
限
と
し
て
正
当
化
し
た
。

こ
れ
は
一
九
七
八
年
制
定
の
外
国
情
報
監
視
法
（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
が
定
め
る
令
状
取
得
手
続
き
を
無
視
す
る
も
の
で
、
明
ら
か
に
違
法
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で
あ
っ
た
。
政
権
は
テ
ロ
対
策
の
緊
急
性
を
理
由
に
特
例
を
主
張
し
、
Ａ
Ｕ
Ｍ
Ｆ
が
国
内
行
動
に
も
及
ぶ
と
解
釈
し
た
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ

Ａ
裁
判
所
は
本
来
迅
速
な
令
状
発
給
を
可
能
に
し
て
お
り
、
こ
の
論
拠
は
説
得
力
を
欠
い
た
。
Ｏ
Ｌ
Ｃ
は
さ
ら
に
Ａ
Ｕ
Ｍ
Ｆ
が
Ｆ
Ｉ

Ｓ
Ａ
を
上
書
き
す
る
と
主
張
し
た
が
、
法
的
・
政
治
的
反
発
は
強
ま
り
、
Ｔ
Ｓ
Ｐ
監
視
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
違
法
と
判
断
さ
れ
た
。
議
会

は
後
に
監
視
を
一
定
条
件
下
で
承
認
す
る
修
正
法
を
制
定
し
、
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
一
五
年
、
二
〇
一
八
年
の
法
改
正
を
経
て
、
令

状
な
し
監
視
を
制
限
す
る
監
督
機
構
が
導
入
さ
れ
た
。
ス
ノ
ー
デ
ン
の
告
発
は
大
量
通
信
傍
受
の
実
態
を
暴
露
し
、
議
会
は
Ｎ
Ｓ
Ａ

権
限
の
再
定
義
を
迫
ら
れ
た
。
最
終
的
に
、
監
視
権
限
は
大
統
領
の
固
有
権
で
は
な
く
、
議
会
制
定
法
に
基
づ
く
限
定
的
な
法
的
枠

組
み
と
さ
れ
た（

（2
（

。

　

さ
ら
に
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
推
進
し
た
「
強
化
尋
問
」
政
策
は
、
単
一
執
行
府
論
の
最
も
危
険
な
実
例
と
な
っ
た
。
ゴ
ン
ザ
レ
ス

（A
lberto Gonzales

）
や
バ
イ
ビ
ー
（Jay Bybee

）
の
覚
書
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
の
適
用
除
外
を
主
張
し
、
拷
問
禁
止
法
も
最
高

司
令
官
権
限
に
優
越
す
る
と
解
釈
し
た
。
バ
イ
ビ
ー
覚
書
は
、
拷
問
と
認
定
さ
れ
る
に
は
「
死
や
臓
器
不
全
を
伴
う
ほ
ど
の
激
痛
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
義
し
、
大
統
領
が
法
を
超
え
て
尋
問
を
命
じ
う
る
と
し
た
。
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
（D

onald Rum
sfeld

）

国
防
長
官
ら
の
覚
書
は
、
睡
眠
剝
奪
、
水
責
め
な
ど
を
合
法
と
み
な
し
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
や
軍
の
尋
問
を
容
認
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
は
二
〇
〇

七
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
非
適
用
を
再
確
認
し
た
が
、
オ
バ
マ
政
権
は
就
任
後
す
ぐ
に
こ
れ
を
撤
回
し
、
合
法
的
尋
問
の
基
準
を
陸

軍
野
戦
教
範
に
従
う
よ
う
命
じ
た
。
し
か
し
ト
ラ
ン
プ
は
拷
問
復
活
を
示
唆
し
、
大
統
領
に
よ
る
戦
時
権
限
の
再
拡
張
を
ほ
の
め
か

し
た（

（2
（

。

　
「
特
別
移
送
」
も
ま
た
、
単
一
執
行
府
論
が
国
際
法
秩
序
を
脅
か
す
象
徴
的
事
例
で
あ
っ
た
。
通
常
の
移
送
は
条
約
や
議
会
法
に

基
づ
く
が
、
特
別
移
送
は
司
法
手
続
を
経
ず
に
拷
問
の
恐
れ
の
あ
る
国
へ
被
拘
禁
者
を
送
る
秘
密
作
戦
で
あ
り
、
九
・
一
一
以
降
急

拡
大
し
た
。
ア
メ
リ
カ
史
上
、
逃
亡
者
引
渡
し
権
限
は
長
く
議
会
と
条
約
に
基
づ
く
も
の
と
理
解
さ
れ
、V

alentine v. U
nited 

States

事
件
で
も
連
邦
最
高
裁
は
大
統
領
に
単
独
の
引
渡
権
を
否
定
し
た
。
だ
が
レ
ー
ガ
ン
政
権
以
降
、
国
外
で
容
疑
者
を
秘
密
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裏
に
拘
束
す
る
「
司
法
へ
の
引
渡
し
」
が
常
態
化
し
、
ク
リ
ン
ト
ン
は
こ
れ
を
拡
大
し
て
「
特
別
移
送
」
と
し
て
制
度
化
し
た
。
ブ

ッ
シ
ュ
政
権
で
は
こ
の
手
法
が
拷
問
回
避
の
抜
け
道
と
し
て
用
い
ら
れ
、
拘
禁
と
尋
問
の
た
め
に
他
国
へ
の
移
送
が
制
度
化
さ
れ
た
。

オ
バ
マ
は
監
視
体
制
を
導
入
し
て
継
続
し
、
ト
ラ
ン
プ
期
に
は
再
開
の
有
無
が
不
透
明
な
ま
ま
残
さ
れ
た（

（2
（

。

　

国
家
機
密
特
権
は
、
行
政
が
安
全
保
障
を
理
由
に
情
報
公
開
を
拒
否
す
る
手
段
と
し
て
進
化
し
、
単
一
執
行
府
論
と
密
接
に
結
び

つ
い
た
。
一
九
五
三
年
のU

nited States v. Reynolds

事
件
で
最
高
裁
は
、
軍
事
情
報
を
含
む
文
書
を
裁
判
所
が
閲
覧
せ
ず
に

非
公
開
と
認
め
、
こ
の
原
理
を
確
立
し
た
。
後
に
機
密
解
除
さ
れ
た
報
告
書
に
秘
密
装
備
は
な
く
、
政
府
の
過
失
隠
蔽
が
判
明
し
た

が
、
判
例
は
行
政
に
広
汎
な
秘
密
保
持
権
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
下
級
審
は
「
開
示
が
国
家
安
全
保
障
に
合
理
的
危
険
を
も
た

ら
す
か
否
か
」
を
基
準
と
す
る
影
響
テ
ス
ト
を
導
入
し
た
が
、
こ
の
曖
昧
さ
が
行
政
の
濫
用
を
助
長
し
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
ら
は
、

機
密
特
権
が
行
政
の
不
正
を
覆
い
隠
す
盾
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
立
法
・
司
法
の
監
督
を
損
な
う
危
険
を
警
告
し
た
。

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
ア
ル
マ
ス
リ
に
よ
る
訴
訟
な
ど
で
特
権
を
主
張
し
、
拷
問
被
害
訴
訟
を
封
じ
た
。
オ
バ
マ
政
権
も
同
様
に
、
米
市

民
ア
ル
＝
ア
ウ
ラ
キ
の
父
に
よ
る
提
訴
で
国
家
機
密
特
権
を
援
用
し
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
も
「
ブ
ラ
ッ
ク
サ
イ
ト
」
関
連
訴
訟
で
証
言

を
拒
否
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
九
・
一
一
以
降
の
一
連
の
政
策
は
、
単
一
執
行
府
論
を
背
景
に
、
大
統
領
が
議
会
や
司
法
の
制
約
を
超
え
て
国
家

安
全
保
障
を
理
由
に
権
限
を
拡
張
し
よ
う
と
し
た
試
み
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
の
多
く
は
司
法
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
、
議
会
に
よ
る
立

法
措
置
に
よ
っ
て
制
度
的
均
衡
の
回
復
が
図
ら
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軍
事
委
員
会
・
監
視
・
尋
問
・
移
送
・
機
密
保
持
と
い

っ
た
諸
制
度
に
お
い
て
、
一
度
拡
大
さ
れ
た
権
限
が
恒
久
的
に
縮
小
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
大
統
領
制
に
内
在
す
る
権
限
集
中

の
傾
向
が
依
然
と
し
て
存
続
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
単
一
執
行
府
論
は
、
こ
の
よ
う
な
権
限
拡
大
の
理
論
的
支
柱
と
し
て

二
一
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
外
交
・
安
全
保
障
政
策
を
形
作
り
、
ま
た
そ
の
限
界
を
め
ぐ
る
憲
法
的
議
論
を
今
日
ま
で
継
続
さ
せ
て
い
る（

（3
（

。
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三　

若
干
の
整
理
と
考
察

　

以
上
ま
で
の
議
論
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
若
干
の
整
理
と
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
単
一
執

行
府
論
は
、
大
統
領
が
行
政
機
関
全
体
を
統
一
的
に
指
揮
し
、
議
会
や
裁
判
所
の
制
約
を
受
け
ず
に
行
動
で
き
る
と
す
る
権
力
集
中

の
理
論
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
期
に
司
法
省
の
保
守
派
法
学
者
が
提
唱
し
て
以
来
、
四
〇
年
に
わ
た
り
大
統
領

権
限
拡
大
の
知
的
基
盤
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
憲
法
は
本
来
、
主
要
な
政
府
権
限
を
議
会
に
付
与
し
、
大
統
領
を
三
権
分
立
の
一

機
関
と
し
て
設
計
し
て
い
る
。
建
国
の
父
た
ち
は
、
権
力
分
立
と
抑
制
・
均
衡
に
よ
っ
て
、
単
独
の
権
力
集
中
を
防
ご
う
と
し
た
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
九
・
一
一
以
後
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
テ
ロ
対
策
を
口
実
に
、
監
視
、
拷
問
、
軍
事
委
員
会
設
置
な

ど
で
「
固
有
の
大
統
領
権
限
」
を
主
張
し
、
オ
バ
マ
、
ト
ラ
ン
プ
両
政
権
も
こ
れ
を
踏
襲
し
た
。
オ
バ
マ
大
統
領
は
当
初
、
議
会
尊

重
を
掲
げ
た
が
、
後
に
「
ペ
ン
と
電
話
で
物
事
を
動
か
す
」
と
述
べ
、
単
独
行
動
主
義
へ
転
じ
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
さ
ら
に
移

民
や
通
商
政
策
で
議
会
決
定
を
凌
駕
し
よ
う
と
し
、「
強
い
単
一
執
行
府
」
論
を
体
現
し
た
。
こ
う
し
て
一
度
拡
張
さ
れ
た
大
統
領

権
限
は
縮
小
す
る
こ
と
な
く
、
恒
常
的
な
権
限
増
大
を
生
ん
で
い
る
。

　

単
一
執
行
府
論
に
は
「
弱
」
か
ら
「
強
」
ま
で
多
様
な
理
論
の
段
階
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
大
統
領
へ
の
行
政
統
制
権
の
集
中
を

認
め
る
点
で
共
通
す
る
。
し
か
し
憲
法
上
「
固
有
の
権
限
」
と
い
う
も
の
は
存
在
せ
ず
、
大
統
領
の
権
力
は
明
示
・
黙
示
に
定
め
ら

れ
た
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
制
定
者
が
恐
れ
た
の
は
、
善
意
で
あ
れ
独
断
で
あ
れ
、
制
約
な
き
一
人
の
指
導
者
に
よ
る
統
治
で
あ
っ
た
。

憲
法
は
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
三
権
分
立
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
大
統
領
は
行
政
機
関
を
完
全
に
統
制
で
き
ず
、
行
政
命
令
や
署
名
声
明
は
一
時
的
効
果
に
と
ど
ま
る
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
以

降
の
署
名
声
明
は
事
実
上
の
部
分
拒
否
権
と
し
て
議
会
の
権
限
を
侵
食
し
た
。
恩
赦
権
も
濫
用
さ
れ
、
ト
ラ
ン
プ
の
「
自
己
恩
赦
」

示
唆
は
権
力
集
中
の
極
端
な
帰
結
を
示
し
て
い
る
。
任
免
権
も
議
会
の
承
認
・
資
格
要
件
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
。
外
交
で
は
ジ
ョ
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ン
・
ユ
ー
ら
が
最
高
司
令
官
条
項
を
拡
大
解
釈
し
、
戦
争
決
定
権
を
大
統
領
に
集
中
さ
せ
た
が
、
こ
れ
は
憲
法
の
趣
旨
に
反
す
る
。

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
違
反
や
拷
問
政
策
、
オ
バ
マ
政
権
や
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
国
家
機
密
特
権
濫
用
は
、
単
独
行
使
の
危
険
を

実
証
し
た（

（3
（

。

　

バ
リ
ロ
ー
（Ryan J. Barilleaux

）
と
マ
ク
ス
ウ
ェ
ル
（Jew

erl M
axw

ell

）
に
よ
れ
ば
、
ブ
ッ
シ
ュ
後
の
「
単
独
行
動
主
義
」
が

党
派
を
超
え
て
制
度
化
さ
れ
、
オ
バ
マ
が
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
を
否
定
せ
ず
継
承
し
た
こ
と
で
、
単
一
執
行
府
論
が
民
主
党
に
も
浸
透
し

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る（

（3
（

。
ト
ラ
ン
プ
の
権
限
主
張
は
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
本
書
の
著
者
ら
は
、
行
政
専
制
の
傾
向
に
対
抗
す
る

た
め
、
建
国
期
の
原
理
―
―
民
主
的
統
制
と
権
力
分
立
―
―
へ
の
回
帰
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
機
能
的
な
政

府
は
代
表
制
に
基
づ
き
、
権
力
の
源
泉
は
国
民
に
あ
る
。
マ
デ
ィ
ソ
ン
や
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
議
会
を
国
民
意
思
の
執
行
者
と
位
置
付
け
、

立
法
府
の
優
越
を
憲
法
の
核
心
と
し
た
。
議
会
は
官
職
設
置
・
任
命
・
予
算
を
通
じ
て
行
政
を
監
督
し
、
説
明
責
任
を
担
う
。
マ
デ

ィ
ソ
ン
が
説
い
た
「
野
心
を
も
っ
て
野
心
を
制
す
」
構
造
こ
そ
が
権
力
集
中
を
防
ぐ
要
で
あ
り
、
各
機
関
が
他
の
侵
害
を
防
ぐ
制
度

的
動
機
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

だ
が
現
代
の
議
会
は
大
統
領
権
限
の
濫
用
を
抑
制
で
き
ず
、
む
し
ろ
黙
認
し
て
き
た
。
単
一
執
行
権
力
の
台
頭
は
大
統
領
の
み
な

ら
ず
議
会
の
共
犯
に
よ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
候
補
者
は
選
挙
中
に
改
革
を
掲
げ
て
も
、
就
任
後
に
は
拡
大
へ
転
じ
る
傾
向
に
あ
る
。

権
力
者
が
制
約
を
嫌
う
の
は
自
然
で
あ
り
、
制
定
者
は
そ
れ
を
見
越
し
て
制
度
的
制
限
を
設
け
た
。
単
一
執
行
府
論
は
こ
の
均
衡
を

歪
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
本
書
の
著
者
ら
は
、
恒
久
的
な
「
解
決
策
」
は
存
在
し
な
い
と
し
つ
つ
も
、
議
会
・
行
政
府
・

司
法
が
各
自
の
憲
法
的
責
務
を
真
摯
に
果
た
す
こ
と
で
の
み
均
衡
が
回
復
す
る
と
結
論
付
け
る
。
議
会
の
監
視
、
裁
判
所
に
よ
る
制

約
、
弾
劾
制
度
の
活
用
を
通
じ
て
、
権
力
の
抑
制
と
説
明
責
任
の
回
復
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
単
一
執
行
府
論
が
称
揚
す

る
「
強
力
な
大
統
領
」
像
に
対
し
、
著
者
ら
は
民
主
的
統
制
に
服
す
る
執
行
権
と
い
う
全
く
異
な
る
構
想
を
提
示
し
、
大
統
領
が
国

家
の
運
命
を
一
人
で
決
定
し
え
な
い
体
制
こ
そ
が
、
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
根
本
精
神
で
あ
る
と
結
論
付
け
て
い
る
。
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四　

お
わ
り
に

　

単
一
執
行
府
論
は
、
合
衆
国
憲
法
二
条
に
根
拠
を
置
き
な
が
ら
も
、
そ
の
射
程
と
限
界
を
め
ぐ
っ
て
は
、
①
大
統
領
に
よ
る
統
一

的
な
行
政
指
揮
と
、
②
抑
制
・
均
衡
原
理
と
の
共
存
と
い
う
、
二
重
の
緊
張
を
孕
む
も
の
で
あ
る
。
同
理
論
が
提
示
す
る
最
大
の
課

題
は
、「
行
政
効
率
」
と
「
憲
法
的
統
制
」
と
い
う
価
値
の
衝
突
を
い
か
に
調
和
さ
せ
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
行
政
国
家
の
肥
大

化
と
官
僚
制
の
自
律
化
が
進
む
中
で
、
大
統
領
に
統
一
的
責
任
を
求
め
る
動
機
は
理
解
で
き
る
一
方
、
そ
の
論
理
が
権
力
集
中
を
正

当
化
し
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
質
を
損
な
う
危
険
は
看
過
で
き
な
い
。

　

冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
と
り
わ
け
近
年
の
判
例
、Seila Law

判
決
、Collins

判
決
、T

rum
p v. U

nited States

判
決
は
、

単
一
執
行
府
論
を
憲
法
上
の
原
則
と
し
て
再
構
築
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
帰
結
と
し
て
司
法
の
「
大
統
領
権
限
の
限
界
付
け
」
機
能
が

弱
ま
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
潮
流
は
、
単
一
執
行
府
論
が
も
は
や
単
な
る
理
論
的
構
想
で
は
な
く
、
統
治
構
造
を
再
定
義
す
る
実

践
的
原
理
へ
と
転
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
単
一
執
行
府
論
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
単
な
る
ア
メ
リ
カ
固
有
の

問
題
で
は
な
く
、
現
代
民
主
主
義
の
制
度
的
自
己
統
制
の
可
能
性
を
問
う
理
論
的
実
験
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
、「
誰
が
行
政
を
担

う
か
」
よ
り
も
、「
行
政
権
は
い
か
に
統
制
さ
れ
う
る
か
」
と
い
う
問
い
を
再
び
可
視
化
し
た
点
に
あ
る
。

　

本
稿
は
、
単
一
執
行
府
論
を
め
ぐ
る
ク
ラ
ウ
チ
ら
に
よ
る
著
書
の
紹
介
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
近
年
、
様
々
な
論
者
に

よ
っ
て
議
論
の
高
ま
り
を
み
せ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
議
論
の
分
析
と
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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